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業務の中でのコリンズ

コリンズデータ
の登録

★登録ユーザー 重要なシステム、データ

施工実績調査

条件を満たす実績
をコリンズデータ
から見つける

今後活用する有益
なコリンズデータ
を登録する

今必要なデータ 将来必要となるデータ



施工実績調査①
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施工実績調査②
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施工実績調査③

大規模な多工種の工事でも制限を超
えることはできない

要望点

工種と従事技術者に登録数の制限

工 種

従事技術者

５工種

１５人

制限内で工種、従事技術者の選定



施工実績調査④

競争参加資格の実績
工事の設定

入札公告 コリンズ

技術データの設定

差異

要望点

■コリンズの技術データでは参加資格
条件を証明できない場合がある
■従事期間



技術データでは証明できない例①

（ア）トンネル内空断面積
（覆工後の内空断面積）５０
㎡以上であること。
（イ）トンネル施工延長が１，
１００ｍ以上であること。
ただし、上記（ア）、（イ）
は同一トンネル、同一工事で
あることとし、掘削支保及び
覆工の両方を施工しているこ
と。

トンネル工事の場合

入札公告 コリンズの技術データ

何の施工延長か判らない

見直し、追加



コリンズの技術データ

技術データでは証明できない例②
既製杭工事の場合

入札公告

施工法の選択肢に『回転
杭』がないため『その他』

見直し、追加

回転杭工法により施工した杭
長３５ｍ以上の鋼管杭の工事

施工法の種別
・打撃・圧入・中掘り圧入
・振動・掘削建込
・中掘最終打撃・その他

新工法、新形式の開
発、普及



技術データでは証明できない例③

条件の複合の場合

入札公告 コリンズの技術データ

密閉型シールドトンネ
ルの技術データでは
『近接施工』を記入す
る箇所がない

鉄道営業線近接箇所で密閉型
シールド工法によるトンネル
新設工事

コリンズの一般データ
登録されているどの
工種が該当している
か判らない。

見直し、追加



技術データでは証明できない例④

従事技術者の従事期間

入札公告

数量の規定がある場合、
従事期間中にその数量を
満足している必要がある。

コリンズのデータ

技術者ごとに施工数量
を登録できない。

従事期間が短い技術者での対応。

コリンズでは証明が完結できない。

コリンズでの対応
を考えて欲しい。 工程表等の添付で対応。



コリンズの登録

受注時登録

修正・訂正登録

竣工登録

工種数（現在は５工種）

従事技術者（現在は１５名）

従事技術者の担当工種（現在は１工種のみ）

要望点

登録する工種から
１工種のみ選択

複数の選択が
できない



要望点のまとめ

■工種、技術者の登録数

全工種
該当者全員

■担当技術者の担当工種数
（登録する５工種から１工種のみ）

該当工種の
すべて



要望点のまとめ

■技術データ
工法、項目、数量の桁数等

具体例

ＰＣ橋上部工事
連続ラーメン箱桁橋

追加、見直し



要望点のまとめ

■検索機能の充実
先頭一致、完全一致

■基本データ、技術データの解説

部分一致

見直し、充実化



登録ユーザーにとってのコリンズ

○見直し、充実化は必要。

★公共工事の入札制度で、コリンズは発注者、登録
者にとって無くてはならないシステムになっている。

■公共工事の入札においてコリンズに登録されてい
ることは必須となっている。

さらなる発展を期待します。

◎全ての業務をコリンズで完結できるのが理想。
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